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新
　
　
刊
　
　
紹
　
　
二

天
丈
同
好
會
大
阪
支
部
幹
事

　
古
賀
和
吉
肉
瘤
簡
易
雄
蕊

　
本
圖
ば
北
極
旭
中
心
ご
し
て
赤
緯
南
五
十
度
な
包

擁
し
敦
恒
星
圖
て
、
等
級
ば
四
等
ま
で
，
其
の
他
重

要
な
攣
光
星
、
連
星
．
星
團
．
星
雲
等
か
網
羅
し
、

星
座
間
の
境
界
線
が
あ
る
上
に
、
星
ご
星
こ
な
連
結

し
、
星
の
配
置
・
色
々
な
形
に
連
想
す
る
上
に
大
回

都
合
が
よ
い
。
星
圖
の
直
樫
に
一
尺
一
寸
二
分
で
圓

形
を
窪
し
、
一
目
瞭
然
本
邦
に
て
見
え
る
天
空
が
全

部
展
開
さ
れ
　
居
ろ
。
等
級
が
四
等
ま
で
亀
齢
り
色

々
な
文
字
や
天
壌
が
記
入
し
て
な
い
か
ら
初
心
者
り

用
ゐ
う
に
に
最
も
手
頃
で
、
是
非
一
般
尺
士
の
座
右

に
備
へ
ら
れ
む
露
な
勧
誘
す
ろ
。
圖
の
側
に
は
各
月

一
日
午
後
九
時
南
中
の
星
座
な
列
基
し
て
夕
方
の
観

望
に
便
利
を
組
（
へ
、
著
名
な
る
星
に
ば
バ
イ
エ
ル
式

’
特
胸
の
名
爵
ご
を
比
較
し
て
あ
る
。
此
れ
も
初
歩

の
者
に
収
り
、
最
も
親
切
な
方
法
で
あ
る
。
ギ
リ
シ

ャ
の
ア
〃
プ
ア
ベ
ッ
ト
の
誼
方
は
書
い
て
な
い
が
．

本
誌
第
一
號
な
見
れ
ば
心
配
な
く
解
り
．
誠
に
簡
易

傾
利
で
且
つ
廉
償
な
圖
で
あ
ろ
。
（
古
川
）
（
本
會
出

版
定
慣
金
拾
銭
）

同
氏
著
古
賀
恒
星
圖

　
此
の
星
圖
ぼ
篤
學
熟
心
な
著
者
が
畢
生
の
努
力
の

結
晶
で
あ
っ
ザ
、
、
同
氏
編
纂
中
1
1
實
に
側
の
見
る
目

も
氣
の
毒
な
程
勢
苦
し
て
居
ら
れ
れ
。
恒
星
．
星
雲

星
團
、
新
星
の
総
山
雨
に
四
千
三
百
七
十
三
個
、
星

の
位
置
ば
最
も
新
ら
し
く
千
九
百
二
†
二
年
の
春
分

黙
に
準
－
．
）
、
且
つ
山
本
助
教
授
の
綿
密
な
校
閲
か
経

六
も
の
で
あ
る
○
全
膣
前
転
と
同
じ
く
矢
張
づ
紙
質

上
等
の
一
枚
刷
り
で
殊
に
メ
シ
ア
の
星
蜜
，
鼻
茸
の

表
の
全
部
拓
記
入
し
お
の
は
甚
だ
多
・
、
で
る
所
で
あ

る
。
例
へ
ば
模
範
的
螺
旋
賊
星
雲
皿
五
；
μ
本
圖
に

に
獄
官
星
座
の
北
部
に
ち
ゃ
ん
建
載
っ
て
居
る
○

　
上
の
右
の
圓
形
圏
は
北
極
か
ら
赤
緯
北
五
十
度
、

左
ぽ
同
様
り
も
の
で
南
極
か
ら
南
瓦
十
度
、
下
圖
ば

矩
形
熊
な
し
、
秋
分
鮎
毎
中
心
こ
し
て
左
右
へ
天
球

全
部
な
開
展
し
，
上
下
ほ
赤
緯
昏
六
十
度
ま
で
、
銀

河
は
珍
重
た
除
き
．
大
鷺
連
績
し
て
居
ろ
か
ら
、
銀

河
に
封
ず
る
天
膣
の
分
布
な
ざ
存
考
へ
ろ
糾
合
に
頗

る
好
都
合
で
あ
る
。
其
れ
か
ら
本
圖
に
就
い
て
特
筆

す
べ
き
ば
二
十
八
宿
を
記
入
し
、
E
つ
有
名
な
星
に

ば
大
抵
支
那
名
稻
が
併
託
し
て
あ
る
．
－
ぜ
で
あ
る
。

ア
ー
ク
チ
ユ
〃
ス
、
ス
バ
イ
カ
、
レ
ギ
ニ
ル
ス
に
⊥
犬

れ
く
大
角
、
天
門
，
女
王
ピ
書
春
添
へ
て
あ
る
の

ぐ
」
共
に
晩
餐
々
い
お
“
く
。

　
夜
の
集
り
ば
同
じ
講
堂
で
七
時
か
ら
。
こ
れ
ば
同

好
會
紳
戸
支
部
の
久
し
ぶ
り
の
例
會
な
の
で
、
甫
内

の
會
員
達
が
澤
山
爽
會
ぜ
ら
れ
六
〇
先
づ
渡
邊
幹
事

の
挨
拶
、
新
仕
三
浦
幹
事
の
紹
介
、
そ
れ
か
ら
私
の

講
演
ご
な
つ
六
〇
題
に
「
オ
叩
す
ン
星
雲
」
こ
い
ふ
の

で
、
そ
の
位
置
、
そ
の
勲
状
，
そ
の
物
理
、
そ
の
観

察
、
そ
の
最
近
の
清
息
、
宇
宙
的
意
義
な
ご
、
一
逸

り
の
事
柄
に
わ
穴
つ
六
〇
曲
れ
も
A
「
ば
嚇
す
。
講
演

奄
終
鯉
へ
て
．
、
外
に
■
出
て
見
れ
ば
、
風
の
無
い
暖
か
「
な

晩
で
、
空
ほ
よ
く
晴
れ
て
み
る
。
集
ま
つ
れ
人
々
に

星
座
な
指
さ
す
人
、
望
遠
鏡
な
覗
く
人
．
そ
れ
ム
、

の
向
き
に
腰
貴
い
時
間
た
過
し
質
。
す
べ
て
終
っ
て

室
に
蹄
つ
☆
の
ば
十
一
時
頃
で
あ
っ
れ
。

　
翌
二
十
四
日
。
此
の
日
は
朝
八
時
か
ら
，
學
院
の

朝
の
集
り
に
出
て
、
私
は
宗
教
生
活
に
關
す
る
短
か

い
感
想
か
蓮
べ
六
〇
そ
れ
か
ら
．
あ
ば
た
い
し
く
院

長
や
諸
教
授
に
別
れ
々
告
げ
、
九
時
孕
か
ら
，
紳
戸

女
子
紳
學
校
に
招
か
れ
て
、
日
曜
學
校
問
題
に
つ
い

て
一
場
の
講
話
を
試
み
た
。
早
れ
が
終
っ
て
、
三
宮

騨
た
東
行
の
列
車
に
の
っ
た
の
ば
†
一
時
に
近
か
つ

㍉
。

ず　
汽
車
は
西
の
宮
で
下
車
Q
少
し
く
私
用
に
時
ん
費

t
、
午
後
五
時
頃
に
な
っ
て
、
電
車
で
尼
み
崎
に
着
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胤に

至
獅
ﾌ
｝
桝
で
、
あ
る
。
此
の
鮎
か
ら
音
口
へ
固
μ
上
叉
罰
那
學

航
石
で
、
・
も
一
葉
な
備
へ
る
必
要
．
が
あ
ろ
ビ
田
脚
ふ
O

　
月
並
な
噺
聞
、
雑
誌
の
附
錐
に
め
ろ
世
界
地
圖
な

ψ
こ
秘
書
齋
の
壁
に
貼
り
付
け
て
直
ぐ
閑
却
し
て
終
ふ

よ
リ
、
同
じ
厚
紙
を
貼
る
位
な
ら
珍
ら
し
い
此
の
天

三
河
揚
げ
て
，
多
少
な
岡
ざ
も
天
上
界
に
親
し
み
、

時
々
は
人
間
界
　
煩
累
か
ら
脱
す
ろ
の
も
亦
樂
し
か

ら
す
や
ご
言
ひ
這
い
の
で
あ
ろ
。
（
古
川
）
（
本
會
出

版
、
定
償
金
対
当
五
拾
銭
）

大
阪
の
計
量
博
覧
會

　
大
阪
の
商
品
陳
列
所
内
に
四
月
一
日
か
ら
開
會
ぜ

ら
れ
る
筈
の
計
量
博
覧
會
に
は
、
京
都
大
學
の
二
丈

塁
か
‘
宇
宙
の
計
量
に
關
す
る
出
品
な
す
る
筈
で
山

助
本
教
授
は
其
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
る
る
。
出
品

物
は
大
百
吋
の
月
の
窺
眞
か
始
め
、
太
陽
や
火
星
の

圖
、
そ
れ
に
遊
星
や
恒
星
の
大
き
さ
の
比
較
、
宇
宙

度
量
衡
の
表
，
其
の
他
、
望
遠
鏡
や
天
艦
の
各
種
の

模
型
な
ご
G
倫
「
火
星
の
接
近
』
｛
題
す
る
大
模
型
は

直
径
八
尺
の
軌
道
上
な
火
星
か
運
行
す
る
有
檬
な
地

球
か
ら
遷
る
關
係
で
、
恰
も
本
誌
の
［
糟
な
生
か
し

れ
や
う
な
も
の
で
あ
ろ
〇
一
般
同
好
者
の
見
逡
が
さ

れ
な
い
や
う
に
望
む
。

幽
吋
望
遠
鏡
駅
よ
太
陽
投
影
法

　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
要

　
本
年
｝
月
半
の
親
密
の
手
引
の
太
陽
の
部
に
、
此

の
望
遠
鏡
は
投
影
法
に
ほ
適
ぜ
ね
ピ
書
き
ま
し
れ
が

あ
れ
は
C
レ
ン
ズ
を
用
ゐ
六
警
め
に
結
果
が
悪
か
つ

＼

約
の
如
く
，
同
地
の
女
學
校
に
行
く
ε
、
木
村
敏
謙

．
か
訂
昇
ん
で
￥
迎
ヘ
マ
「
の
ご
る
。

　
尼
ケ
崎
で
ば
、
夜
に
観
望
も
や
り
た
い
つ
も
り
で

大
阪
か
ら
ぜ
御
影
か
ら
ε
二
つ
の
望
遠
鏡
を
借
り
て

來
丈
置
か
れ
．
れ
が
、
生
慣
此
の
夜
ほ
　
昨
夜
に
反
し

て
、
全
く
の
曇
り
、
雨
さ
へ
降
り
出
し
六
れ
め
、
集

六
の
で
、
あ
れ
に
A
B
レ
ン
ズ
か
組
合
ぜ
て
、
望
遠
写
六
人
々
に
諦
め
好
く
，
定
刻
に
ば
講
演
會
瘍
に
集

配
の
軸
の
中
心
で
B
レ
ン
ズ
か
ら
約
三
尺
位
離
れ
れ

所
で
焦
錨
な
結
ぶ
檬
に
す
れ
ば
、
直
径
二
寸
位
の
．

何
等
色
付
告
の
な
い
見
事
な
太
陽
の
像
が
見
え
ま
す

周
園
な
暗
く
す
れ
ば
、
よ
く
も
こ
ん
な
望
遠
鏡
で
立

菰
に
行
け
ろ
も
の
だ
ミ
感
心
す
る
位
立
賑
に
行
き
ま

マ
。
黒
鮎
の
観
測
は
勿
論
，
白
斑
、
米
粒
組
織
の
観

測
ま
で
立
派
に
行
ひ
富
ま
す
。
も
少
し
工
夫
す
れ
ば

窺
眞
も
大
丈
夫
こ
れ
る
亡
思
ひ
ま
す
、
少
し
長
く
な

ろ
の
で
不
便
で
す
が
、
巧
み
な
方
法
で
す
○
此
れ
に

カ
ナ
ダ
天
文
墨
會
の
・
同
O
二
醤
巴
に
出
て
ゐ
六
の
を

一
時
適
川
し
六
の
で
す
Q
私
の
影
写
で
は
（
）
9
蓄
団

の
二
吋
で
や
つ
れ
投
影
よ
り
も
此
の
方
が
よ
く
わ
か

る
位
で
あ
る
ご
思
ひ
ま
す
。

ま
つ
六
。
來
會
者
の
中
に
は
西
の
宮
や
池
田
伊
丹
あ

板
り
か
ら
來
六
人
も
あ
っ
て
、
意
外
の
長
喜
で
あ
る

私
は
七
時
し
壇
に
上
り
、
前
後
二
時
間
牛
，
天
文
學

上
の
一
般
講
詰
な
や
つ
索
。

　
會
後
、
四
五
の
有
志
ぜ
獣
談
四
刻
、
十
時
、
村
山

氏
に
見
邊
ら
れ
て
女
學
校
な
僻
し
、
大
阪
ま
で
は
電

車
・
、
そ
れ
か
ら
汽
車
を
好
い
氣
持
に
居
れ
む
り
な
か

ら
、
夜
牛
、
京
都
に
着
、
目
頭
に
出
て
見
れ
ば
、
外

に
ば
念
の
入
っ
た
雨
が
し
ピ
く
ピ
降
っ
て
ゐ
ゐ
。

　
　
　
　
＼
ぐ
（
ご
…
（
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
ハ
ガ
キ
便
り

山
本
先
生
　
御
健
康
奄
旧
し
ま
す
。

先
生
、
嬉
し
い
こ
ご
で
す
、
新
し
い
尋
常
五
年
生
の

國
語
長
本
か
御
覧
に
な
り
ま
し
允
か
『
星
の
話
」
が
教

材
に
出
て
ゐ
ま
す
よ
、
内
容
に
は
星
の
．
蓮
動
、
色
、

北
極
星
、
星
の
一
説
が
示
し
て
あ
り
ま
す
．
天
女
が

立
派
に
教
課
の
中
に
這
入
つ
ザ
、
來
ま
し
索
〇

　
二
月
十
七
日
　
　
　
伊
丹
小
書
校
　
津
田
　
雅
三


